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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、DNA修復において5'オーバーハングフラップを除去し、ラギング鎖DNA合成において岡崎断片の5'末端を処理します。ロングパッチ塩基除去修復において、このタンパク質とAPエンドヌクレアーゼ1は直接的に物理的に相互作用し、基質へのタンパク質の協調的なローディングを実現することで、基質をある酵素から別の酵素へと渡します。このタンパク質はXPG/RAD2エンドヌクレアーゼファミリーに属し、無細胞DNA複製に必須の10種類のタンパク質の1つです。DNA二次構造は、この遺伝子によってコードされるタンパク質による結合と切断の両方に必要なフラップの5'末端を隠蔽することにより、特定のトリヌクレオチド反復におけるフラップ処理を長さ依存的に阻害することができます。したがって、二次構造はこのタンパク質の保護機能を阻害し、部位特異的なトリヌクレオチド伸長を引き起こします。補因子：サブユニットあたり2個のマグネシウムイオンを結合します。これらはおそらく酵素によって触媒される反応に関与しています。基質結合後、さらに3つ目のマグネシウムイオンに結合する可能性がある。,機能：DNAポリメラーゼが下流の岡崎フラグメントの5'末端に遭遇した際に置換合成によって生成される5'オーバーハングフラップ構造を切断するエンドヌクレアーゼ。また、ニッキングまたはギャップを有する二本鎖DNAに対して5'→3'エキソヌクレアーゼ活性を有し、RNase H活性を示す。,PTM：EP300によってアセチル化される。アセチル化はエンドヌクレアーゼ活性とエキソヌクレアーゼ活性の両方を阻害する。アセチル化はDNA結合活性も低下させるが、PCNAまたはEP300との相互作用には影響しない。,類似性：XPG/RAD2エンドヌクレアーゼファミリーに属する。FEN1サブファミリー。,サブユニット：PCNAと相互作用する。C末端ドメインはEP300に結合する。PCNAとEP300の両方に同時に結合することができる。,
	研究分野
	DNA複製、塩基除去修復、非相同末端結合
	画像データ
	

	FEN1抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	FEN1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	COLO205細胞ライセートのFEN1抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したFEN-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	FEN-1ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたHuvEc細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

